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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

グループワーク 3 A 班 

 

（サブ F） それでは、2 分で、次回取り扱いたいテーマを付箋にお書きください。何回も

申し上げていると思いますけれども、原発以外のテーマでも構いません。では、お願いし

ます。 

 

（記入中） 

 

（サブ F） それでは、書いたものを読み上げてください。こちらからどうぞ。 

 

―― ええと、2 つあります。「火力発電は必要か？」ということ。 

 もう 1 つは、「原子力発電は市民生活をする上で安全といえるか」ということです。 

 

（サブ F） はい。次の方、どうぞ。 

 

―― 似たようなものになってしまいました。「火力のデメリットを考えたことはあります

か？」ということです。 

 

（サブ F） こちら側ですね。 

 では、次の方。 

 

―― 「原子力に関心がない層をどう巻き込むか。どこまで巻き込むか」という話ですね。

国民的議論を、とは言いますが、本当に全員にそんなことができるのかなと。 

 

（サブ F） はい。では、次の方。 

 

―― 今日答えられなかったことですが、「原子力発電所 LCA vs 最新火力発電所 LCA」と

いうことで、どう違うのかということ。 

 あと、「数字の決め方」はどうしましょうかと。 

 

―― どういう数字ですか？ 

 

―― 例えば、年間被ばくが何ミリかとか、あれはどうやって決めましたかとか。そうい
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う数字の決め方とか。 

 

―― 基準値ですか？ まあ、他にもいっぱいありますよね。 

 

（サブ F） そちらの方は、大丈夫ですか？ 書き終わりましたか？ 

 

―― はい。今の場もそんな感じなのですけれども、「話し合いの場作り」が必要なのかな

と思います。 

 

―― 専門家同士ですか？ 

 

―― 専門家同士と、市民と、両方必要かなと思ったのですけれども。そういう場をどう

やったら作っていけるのか、みたいな。お金の問題だったりするかもしれませんが。 

 

―― 必要だったらお金がつくんじゃないですか。 

 

―― ああ、お金がつく。なるほど。 

 

―― こういうのがいいですね。 

 

（サブ F） 先に全部案を出しましょう。どうぞ。 

 

―― あと、冊子ですよね。市民と専門家で、分かりやすい冊子を作る。今、いろいろと

話し合っていて、疑問が出てきたり、嘘じゃないかとかがあったので、それから、先ほど

の総合的な評価とか、いろいろなものを交えた冊子ができたら、また話題になって、読む

人が増えるかなと思いました。 

 

（サブ F） 分かりました。では、皆さんから次回のテーマを出していただきましたけれど

も、この中から 2 つに絞ってください。 

 

―― なんか貼るんでしたっけ？ 

 

（サブ F） いえ、貼らないです。 

 今、少しグルーピングをしていただきましたが、これはパンフレット、これは少し似て

いますよね。 
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―― こちらはテーマですね。 

 

（サブ F） 「数字の決め方」はこちらに入るかもしれませんね。 

 

―― ああ、そうですね。 

 

（サブ F） どうぞ、皆さんで 2 つに絞ってください。 

 

―― どれにしますか？ 

 

―― また投票ですか？ ペンで投票。 

 

（サブ F） ああ、正の字で。そうしますか？ 

 

―― あ、今、追加で貼りましたね？ 

 

―― 「最新の火力発電所とは、どんなところか」。いいですね。 

 

―― 比較する上ではいいのかなと思いました。 

 

―― それについては、私は個人的にはすごく語りたいですね。 

 

―― じゃあ、 

 

―― あ、いやいや、それは個別に情報提供します。 

 

―― なんか、そういう情報があるといいですよね。 

 

（木村） できれば、あと 2、3 分で決めていただければと思います。 

 

（サブ F） この辺りは火力発電のことですよね。どうしますか？ 2 分くらいで決めてい

ただきたいところなのですけれども。 

 

―― これは票が多いですよね。これも火力の話なので。 

 

（サブ F） そうですね。タイトルとしてまとめると、どんな感じになりますか。 
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―― LCA の比較だと、LCA のデータを持ってこられる人、持ってこられない人に分かれ

てしまいますよね。 

 

（サブ F） それではないですよ。今は火力の話ですよね。 

 

―― まあ、これもその中のひとつでいいと思いますけれども。メリット、デメリットで

すよね。 

 

（サブ F） 火力のメリット、デメリットですか？ 

 

―― そうですね。火力発電についても議論してみようと。 

 

―― 現在の最大電源ですよね。 

 

（サブ F） では、テーマ名は何にしますか？ 「火力発電は必要か？」ですか？ 

 

―― なんか、いいネーミングはないですか？ 

 「私にとっての火力発電とは」とか。 

 

―― ええと、最新の火力のことを知りたいのですか？ 

 

―― ここに「最新火力発電」と書いてあるから、そういうのもあるのかなと。 

 

―― ああ、そうですよね。ただの火力発電じゃなくて、最新の火力発電のことですよね、

きっと。 

 

（サブ F） でも、この中には最新のことも入りませんか？ 

 

―― 入りますし、今あるものをどうするかというのもまた大きな問題ですから。 

 

―― 石炭なのか、ガスなのか、何なのか。 

 

―― そうです。いっぱいあるので。 

 

（サブ F） では、このままズバリ「火力発電は必要か？」でいいですか？ 
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―― ええ、このままで。 

 

（サブ F） では、もう 1 つを決めましょう。 

 

―― 場作りとか、こういうのが、 

 

―― うん、素敵ですね。 

 

―― これとこれはいいテーマですよね。 

 

（サブ F） そちらの方はどうですか？ 

 

―― いや、その方向でよろしいかと。 

 

―― どの方向ですか？ 

 

―― こちらで。 

 

（サブ F） では、皆さんがこれを指さしていらっしゃるので。何というタイトルにしまし

ょうか？ 

 

―― 専門家同士…、なんでしょうね。専門家同士の…、市民もですよね？ 

 

―― ええ。最初は専門家同士だけでもいいのかなと思ったのですが、やはり市民も入れ

なきゃと思って。 

 

―― 逆に、専門家同士だったら、学会で遠慮なしに、「専門用語も前提条件も全て知らな

ければ、お前は馬鹿だ」という状態でガンガンやれるので。 

 

―― 1 つの専門家ではなくて、複数の専門家と市民という感じです。 

 

―― だとすると、原子力の専門家と、その他の専門家と、市民の場作り、ですね。 

 

（木村） そろそろいかがでしょうか？ テーマが決まった班は、サブファシリテーター

が前に持ってきて、ここで持っていただくということでよろしくお願いします。 
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（サブ F） こうですか？ 

 

―― あ、「他分野」と書いていただければ。あとは最後に「＆市民」で。 

 

（サブ F） 「他分野の専門家」と書かないでいいですか？ 

 

―― まあ、ニュアンスで分かるかなと。「原子力の専門家、他分野、市民の場作りとは」。 

 

（サブ F） はい。 

 

―― 提示いただいた方が発表するんですよね。 

 

（サブ F） そうです。 

 

―― え？ 私が話すのですか？ 

 

（サブ F） もう 1 つはこちらの方の発案ですね。分かりました。 

 

（木村） 終わったグループは前に出てきてください。 

 

（サブ F） 「場作りとは」でいいですか？ 作り方を考えたいだけですよね？ だから、 

 

―― 「場の作り方」でしょうか？ 

 

（サブ F） これでいいですか？ 

 

―― はい。 

 

（サブ F） では、前に持っていきます。 

 

（木村） A 班からは 1 人出てきたようです。 

 

＜グループワーク 3 終了＞ 


